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ダム放流に関する通知や情報提供について

ダムが貯められる量の最大
（洪水時最高水位）

放流量

流入量

貯水位
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：関係機関への
放流通知

：関係機関への
情報提供

１時間 １時間 ３時間

１時間

緊急放流関係

■放流通知のタイミング

ダムに貯め始める

流量（通常の最大

放流量）
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通知の例：緊急放流〔異常洪水時防災操作〕１時間前の重要通知

ダム放流に関する通知や情報提供 令和３年５月より改正

改定

旧 新

【四十四田ダム・御所ダム・田瀬ダム・湯田ダム】
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通知の例：緊急放流（異常洪水時防災操作）１時間前の重要通知

ダム放流に関する通知や情報提供 令和３年５月より改正

改定

旧
緊急を要する通知には「緊急」表記。

緊急放流の１時間前、３時間前の
ほか、さらに早い段階で予測可能
な場合は、その時点で情報提供を
行う場合がある。

新

【胆沢ダム】
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ダム放流に関する通知や情報提供について

○放流に関する通知等の送付先について、報道機関関係ではこれまでテレビ局のみとしていたが、
より多くの住民の方に情報が行き渡るよう、ケーブルテレビ局やラジオ局、新聞社を追加した。

■放流に関する通知等の送付先（事務所から送付） ■放流に関する通知等の送付先（各ダムから送付）

令和元年９月～

四
十
四
田

御
所

田
瀬

湯
田

胆
沢

国 　国土交通省　岩手河川国道事務所 ● ● ● ● ●

県 　岩手県　県土整備部 ● ● ● ● ●

警察 　岩手県　警察本部　警備部 ● ● ● ● ●

消防 　岩手県央消防指令センター ● ● ● ● ●

JR 　東日本旅客鉄道（株）盛岡支社 ● ● ● ● ●

　（株）テレビ岩手 ● ● ● ● ●

　（株）岩手めんこいテレビ ● ● ● ● ●

　（株）岩手朝日テレビ ● ● ● ● ●

　岩手ケーブルテレビジョン（株） ● ●

　（株）遠野テレビ ●

　水沢テレビ（株） ●

　わいわいネット株式会社 ●

　（株）エフエム岩手 ● ● ● ● ●

　（株）ラヂオ・もりおか ● ●

　えふえむ花巻（株） ●

　奥州エフエム放送（株） ●

　岩手日報社 ● ● ● ● ●

　岩手日日新聞社 ● ● ● ● ●

　胆江日日新聞社 ●

　盛岡タイムス ● ●

●

　北上ケーブルテレビ（株）
　（ケーブルテレビ/ラジオ）

●●●●●
　（株）IBC岩手放送
　（テレビ/ラジオ）

●

事
務
所
か
ら
通
知

関連ダム

通知先の組織名称

　日本放送協会盛岡放送局
　（テレビ/ラジオ）

報
道
機
関

●

●

●●●

　ニューデジタルケーブル（株）
　（花巻ケーブルテレビ）

四
十
四
田

御
所

田
瀬

湯
田

胆
沢

　岩手県　県南広域振興局　土木部 ● ● ●

　岩手県　企業局　施設総合管理所 ● ● ● ●

　盛岡市　総務部 ● ●

　盛岡市　上下水道局　浄水課 ●

　滝沢市　市民環境部 ●

　花巻市　地域振興部 ●

　花巻市　東和総合支所 ●

　北上市　企画部 ●

　奥州市　市民環境部 ●

　金ケ崎町　生活環境課 ●

　奥州金ケ崎行政事務組合 ●

　盛岡地区広域消防組合　消防本部 ● ●

　花巻市　消防本部 ●

　遠野市　消防本部 ●

　北上地区消防組合　消防本部 ● ●

　奥州金ケ崎行政事務組合 ●

　電源開発（株）東和電力所 ● ●

　東北自然エネルギー（株）北上事業所 ●

　鹿妻穴堰土地改良区 ●

　岩手中部土地改良区 ●

　胆沢平野土地改良区 ●

　雫石川東部漁業協同組合 ●

　猿ヶ石川漁業協同組合 ●

　岩手県　県南広域振興局
　　　　　　　　　北上土木センター

●

各
ダ
ム
か
ら
通
知

県

市
町

利
水
者

漁
協

通知先の組織名称

関連ダム
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【パソコン版】
http://www2.thr.mlit.go.jp/kita
kato/02real/index.html

【四十四田ダムの例】

リアルタイム情報の提供
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○国土交通省において管理施設の状況把握のために設置しているＣＣＴＶカメラについて、画像情報
の提供及び放送に関する協定を各放送局と締結している。

○ダム下流の住民の迅速な避難のため、ダム貯水池の画像を協定に追加し、各放送局において洪
水時の放送に活用いただけるように映像を配信中。

ダム貯水池状況の画像情報提供

各ダム
ＣＣＴＶ画像

岩手河川国道事務所
北上川ダム統合管理事務所

【各放送局】
日本放送協会、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、
岩手めんこいテレビ、岩手朝日テレビ

地域住民

協定に基づく
画像情報提供

放送

■四十四田ダム貯水池の画像情報提供例

（令和5年5月19日8時現在の水位168.77m）

R1.7.9に開催した各放送局との意見交換会の様子。
岩手河川国道事務所の災害対策室でCCTVカメラ映像を

見ながら議論を実施。
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ＳＮＳを活用した情報発信の強化

防災情報を取扱うため、
関係機関と連携できるよう
新たにTwitterの運用を開始

国土交通本省
東北地方整備局

岩手県
総合防災室

市町村
盛岡市等

気象庁
盛岡地方

気象台等

陸上自衛隊
東北方面隊

他事務所
岩手河川国道

事務所等 北上川ダム
統合管理事務所 岩手県警

１．関係機関のTwitter情報をリツイート
２．ハッシュタグの統一活用

消防

Twitterの利点

一般市民

〔R元年9月より運用開始〕

投稿内容

#防災情報
#融雪の影響により、ダム貯水池への流入量増加のため、
本日15時00分より #四十四田ダムにおいてダムの貯水位
を維持するためのダム放流を行っております。
今後、ダムからの最大放流量は200m3/秒の予定です。

ダム諸量の情報はこちら！
http://www2.thr.mlit.go.jp/kitakato/02real/index.html

・放流開始の時間や
最大放流量の予定

・ダムの洪水貯留効果

（投稿例）

公式Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）
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ＳＮＳを活用した情報発信の強化

【防災情報に関するツイート】

【3月13日】 国道107号線に関するツイート
ツイートの内容が情報源として有効に活用された。

複数のユーザーが情報源としてリツイート

【8月24日】 四十四田ダムに流れ着いた流木撤去の動画ツイート
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ＳＮＳを活用した情報発信の強化

【日常のダム管理に関するツイート】

【2月14日】 ダムの設備動作点検に関するツイート

【4月3日】 胆沢ダムの越流に関するツイート

ダムの様子や越流の仕組み等がTV番組内で解説され
『胆沢ダム』や『ダムの働き』を伝えるきっかけになった。

複数のユーザーがいいね・リツイートを行う
→ 拡散されたことでニュース内での動画の利用依頼が来る
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緊急放流（異常洪水時防災操作）へ移行する際の放流警報音について

○住民に放流を伝える放流警報について、緊急放流（異常洪水時防災操作）へ移行する際には、住

民等に対して避難等の生命を守る行動を促すため、より切迫感を持って緊急性を伝えられるよう、
緊急効果音を追加することとした。

■放流警報内容

追 加

※ 「緊急放流（異常洪水時防災操作）」とは、計画

以上の洪水によりダム湖に貯められなくなり、ダ
ム湖に流れ込んでくる水を、そのままダムを通過
させ下流に流すことです。ダム湖に流れ込んでく
る水量以上を下流に流すことはありません。

◇「はじまりのチャイム」、「サイレン」、
「緊急効果音」の実際の音について
は、事務所のホームページで聴くこと
ができます。
（http://www.thr.mlit.go.jp/kitakato/
bousai/kunren/index.html）

◇緊急放流（異常洪水時防災操作）を
想定した警報訓練を以下の日に実施。
・四十四田ダム：６月１４日（水）
・御所ダム ：６月１５日（木）
・田瀬ダム ：６月１５日（木）
・湯田ダム ：６月 ８日（木）

９日（金）
・胆沢ダム ：６月 ８日（木）

緊急放流（異常洪水時防災操作）
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令和５年６月上旬に自治体等の防災担当者、沿川の区長さんも参加いただき、大規模洪水（緊急放流時等）を
想定したダム警報訓練を実施。
緊急放流（異常洪水時防災操作）を想定した訓練は令和２年度からの実施で４回目となる。
緊急放流の際に実際に鳴らす内容を放送し、警報所（スピーカー及びサイレン）からの音の届き方を確認。
・令和4年度からは行政関係機関だけでなく、地区長など地域住民の皆様も参加いただいた訓練を実施。

四十四田ダム チラシ配布・回覧

■各ダムの音達状況確認（訓練） ■地域への広報・周知

令和４年６月警報訓練の実施状況

ＳＮＳによるリアルタイム広報 ＳＮＳによる実施結果広報

ＳＮＳによる事前周知

御所ダム

湯田ダム田瀬ダム
12



既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた取組について

○既存ダムの洪水調節機能強化のため、関係利水者のご理解とご協力を得て、令和２年６月から事
前放流の運用を開始した。

○事前放流により、洪水調節に使える容量が５ダム合計で最大約１４％増加する。

【事前放流】

建設段階で河川管理者は費用を負担していない
ものの、利水者の協力（了解）がある場合に、
利水容量の一部を治水用途に使わせてもらい、
洪水前にその貯留水を放流して水位を低下。

洪水貯留準備水位

平常時最高貯水位（常時満水位）

ｚ

洪水時最高水位（サーチャージ水位）

洪水調節容量

利水容量

利水容量を一時的に使用
（注）上図は概略図である

■事前放流により増加する洪水調節可能容量

ダム名
洪水調節容量
（万m3）

事前放流により
増加する

洪水調節可能
容量
（万m3）

増加後の
容量
（万m3）

増加率
（％）

四十四田ダム ３，３９０ １０９ ３，４９９ ３．２

御 所 ダム ４，０００ ４６３ ４，４６３ １１．６

田 瀬 ダム ８，４５０ １，７３３ １０，１８３ ２０．５

湯 田 ダム ７，７８１ １，４００ ９，１８１ １８．０

胆 沢 ダム ５，１００ ４４１ ５，５４１ ８．６

５ダム合計 ２８，７２１ ４，１４６ ３２，８６７ １４．４

■事前放流の実施を判断する基準

降雨予測から以下の２つの基準により、実施判断を３日前から行います。

①８４時間降雨予測のうち、最大１２時間（もしくは６時間）総雨量が基準以上で
あるとき。

②４８時間降雨予測において、４８時間連続総雨量が基準以上であるとき。

※実際の放流量は、予測降雨量等の状況により異なります。

※

※四十四田ダムについてはダム再生事業を実施中であり、整備後には洪水調節容量がさ
らに増えます。
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令和３年８月洪水における事前放流の実施

○ 北上川水系にあるダムの関係機関と令和2年5月29日に「治水協定」を締結し、事前放流の体制を整えていた。

○ 8月24日3時の降雨予測が事前放流の基準降雨量を超えたことから、事前放流を実施した。

○ 今回の降雨では、結果的に洪水には至らなかったが、あらかじめ計画した対応をとり洪水に備えた。

■事前放流により増加した洪水調節可能容量

■事前放流の実施 例）御所ダム

・8月24日 3時 ・・・予測雨量が基準値を超過
〔御所ダム：基準146mm/12hに対し150mm〕

・8月24日 18時00分 ・・・事前放流を開始

※洪水調節には至らなかった。

ダム名
洪水調節容量
（万m3）

事前放流により
増加した容量
（万m3）

増加率
（％）

四十四田ダム ３，３９０ （実施不要） －

御 所 ダム ４，０００ １８０ ４．５

田 瀬 ダム ８，４５０ （実施不要） －

湯 田 ダム ７，７８１ （実施不要） －

胆 沢 ダム ５，１００ （実施不要） －
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洪水時最高水位 EL 182.0m

事前放流を実施

事前放流による
水位低下約0.8m

事前放流等により
水害対策に使える容量を
4.5%（180万m3）増加。

8月24日3時の降雨予測で
146mm／12hを超過したため
18時00分から事前放流を
開始

利水容量の回復

平常時最高貯水位 EL 180.0m
（10～6月における平常時の水位

・四十四田ダム１回、御所ダム２回、湯田ダム１回

■令和２年度の実施状況
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※令和4年度は実施なし



報道関係機関を対象としたダム操作等に関する説明会

ダムの操作や警報、使用している用語、通知のタイミングなどを、報道関係機関を対象に詳しく説
明する場を設け、意見交換することで、地域の方々に適切な情報が伝わることを目的に開催。
情報の伝え方や用語等で分かりにくい点や、住民に伝わりにくい表現などに関して意見交換を行
い、貴重なご意見を頂く良い機会となった。（令和５年６月までに４回開催、延べ１２社の参加）

令和４年度～

令和４年６月１０日 説明会 ５社 令和４年６月２８日 説明会 ２社

令和４年９月８日 説明会 ２社 令和５年６月１３日 説明会 ３社 ※１社当日欠 15



平常時における地域住民への啓発（出前講座・防災訓練）

○ダム操作に関して地域住民に理解いただき、避難行動に繋げてもらうため、各地区の防災訓練へ
の参画や出前講座を実施している。

2020年12月19日
盛岡市中野地区
出前講座

中野地区活動センターで防
災講座「出水事例・ダム再
生・事前放流」を説明

防災講座参加者聴講状況

2020年1月11日
山岸4丁目町内会
出前講座

山岸地区活動センターで防
災講座「災害に備えて・ダ
ムと治水対策」を担当

防災講座参加者聴講状況

2021年11月26日
盛岡市桜城地区
出前講座

福祉センターにて「河川災
害・河川防災について」説明

2023年3月18日
盛岡市東厨川地区

出前講座

福祉センターにて「ダムの
役割と情報発信について」
説明

防災講座参加者聴講状況 防災講座参加者聴講状況
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